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都 守 浮 天 (∫.M.C.)
調査日的:a)6種70細目の反応カテゴリからなるコ
-ディング法を用い,特定個体間の社会的交渉を弟録
し,各個体の群れにおける行動特性を明らかにするとと
もに,その社会的機能を追求する｡b)上記目的から本
調査では,幸島におけるオトナオスの性行動を観察対象
とした.笠者は現在,実験室条件下におけるニホンザル
の性行動の分析を上記コーディング法によって進めてい
るが,自然環境下において,これと同一手法による有効
な比較資料を集録することを企図した｡
調査方法 :観察は,特定1個体を対象に3秒1単位か
らなる口述コーディング法によった｡1勧察セyコソは
1,200単位 (1時間)である｡
調査鈷果 :調査期間吋,本年2月18日より翌月14日の
25日間であり,18日より23日を個体識別に,25日より3
月14日の18日間を性行動の追跡にあてた｡対象とした個
体はNomi,Nabe,Ei,Saru の4頭であった｡観察個
体の順序は1日4頭各60分観察の予定表にしたがって始
めたが,調査期間中,とくに前半にかかる個体に殆んど
性的交渉が認められず,やむを得ず観察は,随時上記特
定個体に性的行動が認められそうだと認定した時点から
1時間ないし,その性行動が終了するまで続けられた｡
したがって集録した賃料は32セジョンにとどまり,予定
の72時間に逮することができなかった｡しかし如銀され
た各セyコソには何んらかの型で性的行動が記故されて
いるため,十分なタイム･サン7.1)ングほされていない
にもかかわらず,自然環境下に現われるニホンザル性行
動/tタンの分析には十分な資料が得られたものと考えて
いる｡これら賃料の分析は現在トランスクリプS/ヨンの
段階にあるので,詳しい報告は別の機会にゆづりたい｡
調査を終えての所見:a)実験壷条件下で作炎,使用
された='-ドは,自然環境のもとでも十分利用すること
ができた｡しかしこれは全般的に細かく,あるものは上位
コードに転換する方が便利である｡すなわちindividual
dimcnsion における反応′くタンのあるものは,直按
socialdimensionにおける interactioncodeに切
換えることが望ましいという所見を得た｡b)コーディ
ングの実施にあたっての基本条件に一定時間 (この似合
1時間)の連続個体追跡があるが,幸島は笠者の知る範
EBでは他の群れに比べ,それはもっとも容易であった.
性行動の観察などは開けた餌場よりもほ大林や林の中の
ような視界のかぎられたところがある点で望ましJ､が,
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